
 

 

平成３０年度事業計画 

 

我が国は、人口の減少する社会となっており、少子化や高齢化が進展しています。今日で

は、「生涯現役社会」の実現が求められ、働く意欲のある高齢者が就労の機会を得て活躍でき

ることが、我が国の成長力の一助として捉えられてきています。 

 こうした中、高齢者の「居場所」と「出番」をつくり、「生涯現役社会」の実現にその役割

を果たしているシルバー人材センターの役割は益々重要となってきています。そこで、セン

ターでは、働く意欲のある高齢者が年齢にかかわりなくその能力や経験をいかして生涯現役

で活躍し続けられる環境を整えられるよう、多様な雇用・就業機会を創出し、シルバー人材

センターの職域拡大等を目指して機能強化に努めています。 

これからは、「シルバー人材センターの適正就業ガイドライン」に､さらに基づき、適正就

業を遵守し、センター事業の理念である「自主・自立、共働・共助」のもとに、業務を適正

に遂行し、「生涯現役社会」の実現に向けて「会員の拡大」や「就業開拓」「安全就業」等を

重要な課題として積極的に取組んでまいります。 

 

２．事業目標 

  事業目標を次のとおり設定し、計画的に事業を推進する。 

（１）会員数        ３７０人 

（２）粗入会率       ２．０％ 

（３）就業率       ９１．０％    

（４）就業延べ人数  ４３，５００人 

（５）契約金額   １７６，０００千円 

 

３．事業計画 

（１）就業機会の拡充と就業率の向上 

    役職員・会員による民間企業、一般家庭、地方公共団体等への受注の働きかけを積

極的に行い、新規受注開拓を図り、会員に適した就業機会を確保する。 

 

（２）高齢者活用・現役世代雇用サポート事業（通称サポート事業）への取組み 

    高齢者の、サービス業等の人手不足分野や介護、育児等の現役世代を支える分野で

の就業を推進するため、シルバー人材センターが、高齢者に当該分野で就業する機会

を提供する高齢者活用・現役世代雇用サポート事業を実施する。 

 

（３）啓発活動の強化 

    当センターを理解してもらうためチラシの配布やホームページを活用した情報提供

等の啓発活動を強化して、就業機会の確保・拡大につなげていく。 

    また、会員には毎月発行の「事務局だより」に情報を掲載し、常に全会員が情報を

共有できるようにする。 



 

 

 

（４）安全・適正就業の徹底 

    安全・適正就業委員会を定期的に開催し、事故撲滅のための検証を行う。また、委

員と職員による就業現場の巡回指導を強化し、会員の自覚と責任を啓発するために安

全・適正就業強化月間や「作業前チエックリスト」による事前点検の実施及び安全・

適正就業の日を設け、安全就業の徹底を図る。 

 

（５）健康管理意識の高揚 

    市が実施する各種検診を受診するよう働きかけるとともに、親睦会行事の「ゴルフ」

や「グランドゴルフ」等サークル活動への積極的参加を推進するなど、自己管理意識

の高揚を図る。また、インフルエンザ予防接種を受け易いように当センターで集団予

防接種を実施する。 

 

（６）会員の拡大 

    健康で働く意欲のある高齢者の入会を促進するために、会員や役職員の口コミによ

る勧誘活動を積極的に行うとともに、親睦会の活動を通じて啓発・勧誘を実施する。 

 

（７）会員の技術向上と新規技能者の養成 

    職種転換による後継者の育成や新入会員に対し、自主研修や実技研修を行い、技術

向上・新規技能者の養成に努める。 

 

（８）シルバーカルチャー教室の開室 

    会員の専門知識を生かし、楽しく学んで趣味の世界を広げるため、「シルバーカルチ

ャー教室」を随時開催し、会員の拡大を図る。 

 

（９）交通事故防止対策の実施 

    会員の就業中や就業途上はもとより、日常生活における交通事故を未然に防ぐため、

今年度も「高齢者・初心者しあわせドライブ」事業への参加や、事故防止のために黄

色いウインドブレーカーの着用を推進して、事故防止の意識を高める。 

 

（10）桐生市シルバー人材センターとの交流 

隣接する桐生市シルバー人材センターと積極的な情報交換を行い、交流を深める。 

    また、両互助会組織の交流行事を支援していく。 

 

（11）社会奉仕活動の推進 

    １０月のシルバーの日に、岩宿博物館、阿左美沼、農林業センター、赤城駅、袈裟

丸山登山口等の植え込みの手入れや清掃奉仕活動を実施するなど、積極的に社会奉仕

活動を行う。 


